
SEMINAR

セミナーでは、自動車産業を取り巻く技術革新のトレンドやグローバル動向を踏まえながら、わが国の自動車産業が今後、

どうなるのか、その趨勢を占います。合わせて、自動車産業に携わる中小製造業はどう対応していくべきなのか？定量的

データと事例を交えながら今後の展望を推察します。

1 自動車産業の現状認識

・統計から分析する、わが国自動車産業の現状

・100年に1度と言われる自動車革新の本質

・埼玉県内の自動車産業の現状

2 ＥＶシフトの現実を直視する

・ 歴史的に振り返るＥＶの流れ

・ ＥＶシフトの加速と自動車産業への影響

・ＥＶがガソリン車のシェアを超えるタイミングはいつか？

3 ホンダの戦略は間違っていたのか

・ 時系列で見るホンダの戦略から分かること

・ 技術転換のタイミングをどう判断するのか

４ 押し寄せる自動車の技術革新

・ 自動運転技術で日本は勝てるのか

・ 自動車のエレクトロニクス化が意味する事は

・ サプライチェーンの構造変化と部品サプライヤーへの影響

５ 自動車産業に携わる県内中小製造業の行方

・ 埼玉県内の中小自動車部品サプライヤーの現状

・ 経営革新に挑む県内中小製造業の事例

わが国、自動車産業の行方

日本の自動車産業は生き残れるのか

【日 時】 2026年6月19日（金）14：00～16：00
【会 場】 武蔵野銀行本店ビル2階 「M’s SQUARE」

（さいたま市大宮区桜木町1-10-8）

【定 員】 2５名

【受講料】 ぶぎん経営者クラブ会員 : 無料
会員以外の方 : 5,500円(消費税込)

ぶぎん地域経済研究所≪経営セミナー≫のご案内

《お問い合わせ先》 ぶぎん地域経済研究所 経営情報事業部 セミナー事務局

TEL（048）647-8484 E-mail：bugin-club@bugin-eri.co.jp   

https://www.bugin-eri.co.jp/

講 師

ぶぎん地域経済研究所

取締役調査事業部長兼上席研究員
博士（経営学）

藤坂 浩司

1990年、日刊工業新聞社入社。
中央支局、本社編集局、北東京支局長、南
東京支局長、タウン情報部長等を経て2016
年退職。
同年、ぶぎん地域経済研究所入社。
専門はデジタル技術、中小企業の経営。
2022年、法政大学大学院経営学研究科で
「中小製造業における技術のデジタル化に関

する研究」で博士号（Ph.D）取得



ぶぎん地域経済研究所 宛

FAX（フリーダイヤル）０１２０－５４－６３４０

参 加 お 申 込 み

貴社名 ○で囲む 会員・会員以外

ご住所
〒

会員番号

電話/ＦＡＸ ／
ご連絡
担当者

部署・役職名

※E－mail
（ゼロやエルはフリガナをお願いします。）

氏名

※Ｅ-ｍａｉｌ （ゼロやエルはフリガナをお願いします）
部署・役職名・受講者名

1.

2.

3.

4.

◇ご記入いただきましたお申し込み情報につきましては、セミナーのご案内やご連絡だけに使用させていただきます◇

【経営セミナー】 「わが国、自動車産業の行方」（6/19） 参加申込書

《お問い合わせ先》 ぶぎん地域経済研究所 経営情報事業部 セミナー事務局
TEL（048）647-8484 E-mail：bugin-club@bugin-eri.co.jp   
https://www.bugin-eri.co.jp/

■お申込み方法

・本申込書にご記入の上、ＦＡＸにてぶぎん地域

経済研究所宛お申込み下さい。受付後、受講票

等をお送りいたします。

・メールアドレスをお届けいただいている会員さまは、

弊社ホームページからもお申し込みできます。

・開催日1週間前になっても受講票が届かない場合

はご連絡下さい。

・開催当日のキャンセルは参加費の払い戻しをいたしま

せんのでご了承ください。

・尚、お申込者が10名未満の場合、中止とさせていただ

く場合がございます。予めご了承ください。

■講演の録音・録画はご遠慮願います。
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